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旧古井家住宅（安富町皆河）旧古井家住宅（安富町皆河）

田
植
え
体
験

　

６
月
12
日
、
飾
東
町
八
重
畑
に
あ
る

み
ど
り
こ
ど
も
園
の
５
歳
児
が
、
地
元

農
家
の
協
力
の
も
と
、
田
植
え
体
験
を

し
ま
し
た
。
園
児
に
と
っ
て
、
初
め
て

の
田
植
え
に
な
り
ま
し
た
。

　
先
生
か
ら
生
き
物
の
説
明
と
農
家
の

方
か
ら
田
植
え
の
説
明
を
受
け
た
後
、

園
児
は
恐
る
恐
る
田
ん
ぼ
に
足
を
踏
み

入
れ
ま
し
た
。
最
初
の
う
ち
は
、
虫
が

苦
手
で
泣
く
子
や
足
が
抜
け
な
く
な
る

子
も
い
て
、
不
安
そ
う
な
顔
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
慣
れ
て
く
る
と
、
泥
遊
び
を
す
る
子

や
走
り
回
る
子
も
出
て
き
て
、
わ
い
わ

い
賑
や
か
で
楽
し
そ
う
な
笑
顔
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
っ
す
ぐ
上
手
に
植
え

る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
で
す
が
、
貴
重

な
経
験
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

 

長
期
に
わ
た
り
雨
量
が
著
し
く
少
な
い

な
ど
、
一
定
の
気
象
条
件
に
達
し
た
場

合
、
火
災
警
報
ま
た
は
林
野
火
災
注
意

報
を
発
令
し
ま
す
。
発
令
さ
れ
た
対
象

区
域
内
で
は
火
の
使
用
が
制
限
さ
れ
ま

す
。

 

火
災
警
報
発
令
中
に
火
の
使
用
制
限
に

従
わ
な
い
場
合
、
罰
則
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 
な
お
、
火
の
使
用
制
限
の
対
象
と
な
る

行
為
は
、
屋
外
に
お
い
て
裸
火
を
使
用

し
火
の
粉
が
飛
散
す
る
行
為
と
な
り
ま

す
。

【
対
象
と
な
る
行
為
の
一
例
】

枯
草
焼
却･

野
焼
き･
山
林
で
の

火
入
れ･

た
き
火

 　
火
災
警
報
及
び
林
野
火
災
注
意
報
の

発
令
基
準
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

 

左
記
の
３
つ
の
要
件
を
満
た
す
人
は
誰

で
も
加
入
で
き
ま
す
。

 

農
地
を
持
っ
て
い
な
い
農
業
者
、
配
偶

者
、
後
継
者
な
ど
の
農
業
従
事
者
も
加

入
で
き
ま
す
。

【
加
入
要
件
】

①
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

②
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

　
（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
）

③
20
歳
以
上
65
歳
未
満

　
（
60
歳
以
上
は
、

　
国
民
年
金
の
任
意

　
加
入
被
保
険
者
）

　

旧
古
井
家
住
宅
（
安
富
町
皆
河
）

は
、
中
世
に
名
主
で
あ
っ
た
と
伝
わ
る

旧
家
、
古
井
家
が
、
15
世
紀
に
当
地
に

居
を
構
え
て
以
来
、「
皆
河
の
千
年
家
」

と
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
維
持
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
国
の
文
化
審
議
会
が
答
申

し
、
官
報
告
示
を
経
て
、
民
家
と
し
て

初
の
国
宝（
建
造
物
）に
指
定
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

農
事
相
談
室

　
農
地
の
売
買
・
貸
借
や
農
業
経
営
な

ど
農
家
の
悩
み
ご
と
の
解
消
に
努
め
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※

前
月
22
日
ま
で
に
事
前
予
約
が
必
要

　
な
お
、
事
務
手
続
き
な
ど
の
ご
相
談

は
、
左
記
に
関
わ
ら
ず
随
時
事
務
局
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
原
則
、
毎
月
第
１
水
曜
日

午
前
10
時
〜
12
時

【
場
所
】
農
業
委
員
会
室

(

姫
路
市
役
所 

本
館
９
階
）

【
問
い
合
わ
せ
】

農
業
委
員
会
事
務
局

☎(

０
７
９) 

２
２
１ - 

２
８
２
３

(R8) 9月2日(水)

 10月7日(水)

 11月4日(木)

 12月2日(水)

(R9) 1月6日(水)

 2月3日(水)

 3月3日(水)

会　
　
長　

 

田
靡　
仁
志

職
務
代
理　

 

青
田　
誠

委　
　
員　

 

橋
本　
静
枝

委　
　
員　

 

後
藤　
明
彦

委　
　
員　

 

船
引　
政
則

委　
　
員　

 

青
田　
俊
則

【編集委員】

ひめじ農業委員会だより

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
　

年 月 日

農業者年金基金
ホームページ

消防局
ホームページ

文化財課
ホームページ

「
火
災
警
報
」「
林
野
火
災
注
意
報
」

発
令
中
は
火
の
使
用
が

制
限
さ
れ
ま
す

　姫路市農業委員会の会長再任にあたり、一言ご挨拶申し上げます。

　農業委員及び農地利用最適化推進委員の任期は３年で、令和８年８月から新体制となりました。農

業委員会は行政機関の一つであり、県内40市町に設置されています。本市は農業委員19名、推進委

員36名の計55名で構成されており、県内最多となっています。活動としては、農地の権利移動の許可、

農地転用許可への意見具申など、農地法等に基づく業務のほか、遊休農地の指導、新規就農者の促

進など、農地利用の最適化に関する業務を、厳正・中立・公平な立場で行っています。

　姫路市の面積534.35k㎡(53,435ha)のうち、耕地面積は県内４位の4,280haです。平成18年(市町合併当時)は

5,160haでしたので、20年間で880ha減少したことになります。

　耕作放棄地は、農業委員会にとっても大きな課題です。全国の農家の約７割が兼業農家であり、生産コストの増大、身体

的な負担の大きさ、農業による収入の不安定さが、耕作放棄地の拡大につながっています。また、将来の農地利用の姿を示す

「地域計画」では、10年後の担い手が特定できない農地が全国平均で３割に達するなど、深刻な担い手不足の実態が浮き

彫りとなっています。農業委員会は、農地を取り巻くこれらの課題に対し、地域の実情に応じた相談体制を整備していきます。

　姫路市農業委員会一丸となって活動を進めてまいりますので、今後とも変わらぬご支援とご協力をお願いいたします。

会長再任のごあいさつ

農業委員会

　会長 田靡 仁志

み
ょ
う
し
ゅ
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𠮷田　勝博
（安富南）

森下　光春
（太市）

篠本　忠美
（太市）

佐伯　蒞
（白鳥）

田靡　仁志
（曽左）

川畑　信幸
（安富南）

西山 隆久
（林田）

定時　喜信
（林田）

藤井　猛
（伊勢）

本城　利員
（曽左）

鶴谷　光伸
（安富北）

田路　光彦
（前之庄）

大西　渉
（前之庄）

福井　福治
（莇野）

菅長　啓一
（上菅）

飯塚　祐樹
（古知）

道下　康弘
（置塩）

山口　福夫
（菅生）

岡本　富博
（糸引）

松田　妙子
（糸引）

小林　隆
（網干）

三田　靖彦 
（旭陽）

長川 浩三郎
（余部）

谷川　正仁
（勝原）

浅井　達
（八幡）

藤本　正博
（香呂）

都出　昌之
（花田）

森本　美嗣
（花田）

竹中　隆一
（四郷）

森本　浩和
（谷外）

常次　順平
（香呂）

後藤　邦玄
（別所）

藤本　正員
（別所）

長尾　直樹
（御国野）

杉本　博昭
（谷外）

中山　滋
（中寺）

小林　紀久
（船津）

押部　清 
（船津）

井上　昇
（船津）

塩田　敏雄
（谷内）

藤本　定己
（津田）

山本　隆生
（高浜）

後藤　明彦
（豊富）

三浦　富生
（豊富）

黒田　淳一 
（豊富）

八木　隆正
（手柄）

和泉　豊 
（中寺）

青田　誠
（城北）

古川　雅清
（安室）

森　幸久
（荒川）

砥堀　一郎
（城北）

雲丹亀　幸三
（山田）

弓岡　健吾
（山田）

淺尾　繁信
（的形）

濵田　明利
（広畑）

会長

会長職務代理者

会長職務代理者

新しい農業委員・農地利用最適化推進委員を紹介します
　19名の新たな農業委員が市長から任命されました。また、農地利用最適化推進委員
36名が農業委員会から委嘱され、合わせて55名での新体制がスタートしました。

【上段】
　委員氏名
　※濃い色は農業委員
【下段】
　地区

任期　令和８年８月１日～
　　　令和11年７月31日

  農業委員 推進委員 合　計
 北西部地区 ６名 12名 18名
 北東部地区 ７名 14名 21名
 中南部地区 ６名 10名 16名

家島
坊勢

北西部地区

北東部地区

中南部地区
姫路城

新しい農業委員・農地利用最適化推進委員を紹介します


